
令和４年度  

第６回 伯寿の郷ユニット型特養運営推進会議議事録 

   

 

 

１．日 時     令和５年３月２２日(水) １４時～１５時 

 

２．場 所     伯寿の郷 会議室  

 

３．出席者  

知見を有する者    １名様（安田地区民生委員） 

地域住民代表者    １名様（前安田交流センター館長） 

    市役所職員      １名様（安来市介護保険課） 

    地域包括支援センター １名様（地域包括支援センター相談支援員） 

    施設職員       施設長、山崎主任、相談員  

                                 以上６名 

４．欠席者   家族族様代表     １名様（入所者ご家族代表） 

                         

                                      

５. 会議次第 

（１）施設長挨拶 

 昨年 8 月に伯寿の郷で新型コロナウイルスクラスターが発生しました。利用者 29 名、職

員 19 名が感染しました。経緯をご報告いたします。8 月 1 日職員 1 名感染確認、翌日には

利用者 6 名感染確認され、ゾーニング開始いたしました。3 日には松江保健所ＤＭＡＴチー

ム訪問指導のもとゾーニング、全職員、利用者のＰＣＲ検査実施いたしました。以後はＤＭ

ＡＴとは ZOOM会議を開催し、感染者対応実施いたしました。 

 当時コロナ感染者の入院調整は県が行っていたため、病院の受け入れ態勢は整っていても

県の許可がない搬送出来ないと言う状況でした。これについては、各方面から保健所に苦情

が多数あったようです。9 月からは施設と病院との連携で入院が可能となり、スムーズに搬

送が可能になりました。9月 4日に施設内クラスターは収束しました。 

 日頃から感染対策と健康観察を行っておりましたが、予防の難しさを痛感いたしました。

今回のクラスターを受け、二度と感染させない、拡大させないために感染対策を充分に検討、

整備し、9月 4日に施設内クラスターが収束したことをご報告いたします。 

  

 

（２）入所者様の暮らしについて 

 8 月はご利用者全員居室対応し、レクリエーションなどは実施することが出来ませんでし

た。 

9月以降通常生活に戻った後の報告をいたします。 

 10 月に敬老会を実施しました。お刺身に喜ばれる方が多くいらっしゃいました。12 月に

はクリスマス会を実施しました。クリスマスの飾りつけも楽しむことが出来ました。また、

毎年職員間でご利用者へのプレゼントを準備しておりましたが、今回はご家族の協力の元、

贈りたいものを厳選いただきました。ご利用者様から大変喜ばれました。 



 1 月は新年会、気持ちを新たに書初めなど実施しました。また、施設内ウォークラリーを

実施しました。全館を使ってスタンプラリーや各コーナーでの催し物を開催し、非常に好評

でした。コロナによる様々な制約がある中で、自分たちにできることを考え、利用者様に楽

しんでいただければと思います。 

 来年度は、ご利用者・ご家族・職員の繋がりを今まで以上に大切にした取り組みをしてい

きたいと考えています。 

 

 

（３）職員資質向上に向けて 

 9 月までは新型コロナウイルス対策により、研修を中止しておりました。9 月以降の研修

内容を報告いたします。 

 11月は、8 月のクラスターを振り返り、今一度感染対策についての研修を実施しました。 

 1 月は身体拘束防止について研修を実施しました。身体拘束とは何か、身体拘束に繋がり

かねないグレーな部分について、グループごとに話し合いました。研修後の職員アンケート

では「日々の業務の中で、疑問に思うことがあれば、都度話し合い、共有することが大切だ

と感じた」など様々な感想や気づきがありました。 

 2 月はポジショニングについて研修を実施しました。臥床時の「褥瘡予防目的」と「逆流

予防」に着目した研修でした。1 人ひとりのご利用者に対して何を目的とした体位なのかを

明確にすることが重要であることを学びました。 

 

 

（４）意見交換  

 地域代表   今回のコロナクラスターは大変でしたね。県や市は上から目線で指示を出

すだけではだめ。職員が動きやすい、スムーズに事が運ぶような取り組み

をしてもらわないと。施設職員と同じ目線で取り組んでほしいです。施設

さんはよく頑張られたと思います。以前から感染対策をされていましたが、

今回のクラスターを受け、更に感染対策がなされているようですので良い

と思います。 

 

 市職員    今後スムーズな対応ができるよう市として取り組みます。 

 

 

 地域代表   コロナの影響でここ 3 年間はあらゆることが中止でした。安田地区でも、

あらゆる会が文書による回覧のみで終わる。どこまで元の生活に戻るかで

すね。 

 

 地域代表   職員さんの研修は、いつも感心します。職員の仕事に対してももやもやを

吐き出す…とても大切なことです。良い取り組みだと思います。 

 

 

包括      面会については、今後どのように考えておられますか。 

 

相談員     現在は窓越し・オンラインでの面会を継続しておりますが、感染状況をみ



ながら制限緩和を考えています。 

 

包括      他の施設さんも同じような取り組みをされています。対面での面会が可能

になると良いですね。 

 

民生委員    5 類の話ですが、どこまでを診察してもらえるのでしょうか。無症状だっ

た場合、発見できないですよね。どこでも診てもらえるのでしょうか。 

 

施設長     5 類に移行されると、インフルエンザなどと同等の扱いになります。各開

業医さんで診察可能です。 

 

民生委員    ありがとうございます。 

 

地域代表    保険証がマイナンバーカードになるのでしょう。扱い方が良くわかりませ

んね。 

 

市職員     現在は医療保険証定時がマイナンバーで可能です。介護保険証などはまだ

ですが、その時にはお知らせします。 

 

地域代表    そうですか。あと、地域住民の声を聴くと、介護保険の認定調査はどこに

頼めばいいのかわからない。と聞きます。どこに相談すればいいの？ 

 

包括      包括で認定調査についてご案内出来ます。 

 

地域代表    そうですか。ではそのように伝えます。申請までが良くわからなくてね。 

 

質疑なく、終了する。 

 

 

 

 

         


